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1/28 「坊っちゃん」は最高!
　御荘文化センターで、劇団「わ

らび座」による「ミュージカル坊っ

ちゃん」(脚本・演出、ジェームス

三木)が開催され、昼(町内中学生

対象)・夜の2回公演に約900名が

訪れ、さわやかな歌とダンスでつ

づられた抱腹絶倒の喜劇を楽し

みました。

　場内は、マドンナに横恋慕し、

失恋する「坊っちゃん」、正義感に

満ちた山嵐等、演じる役者の熱気

に包まれ、多くの観客が本物の迫

力に感動されたようでした。

に け ー し ょ ん

2/8

ごみを捨てないで!

　一本松保健センターで、町食生活改善推進協
議会(本多良

な が

子
こ

会長)による「第2回あいなん食
改味まつり」が開催され、約80名が正しい食生
活を学びました。当日は、約40名の会員が、バラ
の花寿司や鶏肉のオレンジしょう油煮等、主食
及び主菜並びに副菜のバランスに気をつけた13
品目を色鮮やかに飾り、参加者も食事のバラン
スを気にしながら、楽しく食事していました。ま
た、本多会長は「野菜は、生活習慣病を防ぐ機
能成分の宝庫です。皆さん、毎食やおやつ等、
積極的に野菜を摂りましょう」とアドバイスされ
ていました。

2/12

皆さん、野菜不足になっていませんか!

　南宇和交通安全協会城辺支部桜部会(代表、山本

峰
み ね

雄
お

さん)・松本地区老人クラブ約30名が、町道太郎

谷線の側道に植栽した桜、紫陽花の管理のための草

刈等、清掃活動を行いました。作業に参加された方か

らは、数多く見られた空き缶やごみ等、マナーの悪さ

を嘆く声が聞かれました。皆さん、町を汚さないよう

気をつけましょう。

2/3
　魚神山小学校(全校児童12名)で学習発表
会があり、閉校記念事業として南宇和高校
吹奏楽部コンサートが開催されました。コン
サートでは、同校校歌も演奏されるなど、参加
した約100名の地区住民の方々も、南高生の
エネルギッシュな演奏に驚いたようで、楽し
い思い出になったと話されていました。
　同校は、学校統廃合による教育環境の充
実をめざすという観点から、今年3月31日に
閉校されることになりました。また、3月23日
(日)には、同校で閉校式が行われます。

魚神山小で閉校記念コンサート!

本多良
な が こ

子さん
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愛 南 こ み ゅ

1/26　

　御荘文化センターで、アナウンサーでエッセイ

ストの広瀬久
く

美
み

子
こ

さんを招き「第4回女性の集

い」を開催し、328名の方が参加されました。

　講演の中で広瀬さんは「女性の力を家庭に閉

じ込めていたら地域の発展はありません。どれ

だけ女性の能力を引き出せるか、それが男の、そ

して地域の器量になる。お互いに相手の立場に

立ち、行動することが大切」と話されました。こ

の他、農漁家民宿の取組について愛南グリーン・

ツーリズム推進協議会会長の松本時
と き

子
こ

さんによ

る事例発表も行われました。

男女の仲は、相互理解が大切ですよ!

1/17 適度な運動で脳卒中予防!
　御荘文化センターで、東京にある初台リハビリテーション病院の酒

向正
ま さ

春
は る

脳卒中診療科長(宇和島市出身)を招き、23回目となる『ふるさと

「伊予塾」』が開催され、医療関係者等約400名が参加しました。講演

の中で酒向先生は「脳卒中医療、生死を分ける一時間、そして、人間回

復へ」と題し、脳梗塞、脳出血、くも膜下出血の症例を説明される中で、

適度な運動と食事管理が脳卒中になりにくい体を維持することができ

ると強調されました。また、発症当日から行う早期リハビリテーション

の有効性、回復期リハビリ施設を市街地に設置した「健康医療福祉都市

構想」について提唱されました。

1/20 歌は最高!

　町内外のコーラスグループの交流を図ろうと、御荘文化センターで小学生

と一般の合唱グループ、計6団体が参加して「第2回愛南コーラスフェスティバ

ル」(合唱団コスモスが主催、代表森下和
か ず と

人さん)が開催されました。

　当日は、マット体操や大きな口を開き、笑顔で歌う出演者の姿に、詰め掛

けた約400名の観衆も大きな拍手を送るなど、熱気に包まれたフェスティバ

ルとなりました。


